
令和 5 年度第 4 回横須賀支部会議事録 
 

議事録作成 朝野真奈 
〇 日時 令和 5 年 10 月 18 日（水） １3：0０～１4：0０ 
〇 会場 ヴェルクよこすか 3 階 第 3 研修室 
〇 司会 山下優子幹事 
〇 書記 朝野 
会場参加１9 名（リモート参加 2 名） 
 
支部長挨拶 平川支部長 

お集まり頂き、ありがとうございます。支部会招集メールが分かりにくくて、すみません。
支部会はだいたい 24 名くらいの参加ですが、今日は今年最後。次回支部会は、新年会も開
催され、35 人くらいは来て欲しい。ぜひ、予定を空けておいてください。今日は、後半は、
インボイス研修。10/1 から始まっている。県会からもインボイス登録のお願いをと聞いて
いるが、強制するものではない。当分、２割特例があるが、なくなれば、200 万～300 万、
県会の負担となり、会費が上がる可能性もある。迷っている方、困っている方はご相談くだ
さい。新人の先生も、増えてきており、今日も２名参加している。良い支部にしていきたい。
鎌倉ランチ等の日帰り旅行、ボーリング等、盛り上げていけるように、よろしくお願いしま
す。 

 
１． 県会各部会員（第 24 期）等からの報告 
① 総合管理部総務厚生部会 富永部会員 
10/16（月）部会出席。 
（1）ボーリング大会・・・3/4（月）16 時～18 時、横浜ハマボール。横須賀支部からは１
チーム出し、合計 19 チーム。チーム戦と個人戦で、順位を争う。女性はハンデあり。個人
戦は男女別。懇親会１８時半頃から２時間程度。同じ場所。１人 3000 円。選手４名は靴代
含めて、無料。支部長、部会員には懇親会に出てくれと依頼がくる。会費等の支部負担の検
討をお願いする。 
（2）個人情報規程等・・・検討を始めているが、時間がかかる模様。今後、案内する。 
（3）来年度の県会総会・・・6/12 予定。代議員になるつもりの人は覚えておかれるように。 
② 総合管理部財務担当部会 水口部会長 
特になし 
③ 広報渉外部会報部会 平川部会長 
10 月号休刊。11 月号通常通り。会報の予算 15 万でカメラを購入。 
④ 教育部 櫻井部員 
（1）専門研修・・・12/8 元労働基準監督官（原 論氏）に講演依頼。横須賀労働基準監督



署で勤務した経験あり。27 期で 55 歳くらい。運送業 2024 年問題について、関内ホールに
て２時間の講演予定。原氏は、埼玉・神奈川・東京を経験され、監督署の内輪の話、経験等、
面白いので、ぜひ参加して欲しい。 
（2）必須研修・・・業界別基礎知識研修にて、介護保険について実施予定。 
（3）基礎実務研修・・・県会 HP に遺族年金、外国人雇用、退職に関する事項を掲載。 
（4）人事労務管理研修会・・・日大教授の講演。11/9 横浜市技能文化会館。男女間賃金分
析と評価。5 回シリーズ。 
（5）倫理研修・・・3/22 予定。必須のため対象者は必ず受けてください。事務局から連絡
が行く。 
（6）特定社労士資質向上研修・・・3/19 予定 
（7）新規開業者研修・・・1/22 に講演と懇親会を予定 
 
教育部の研修は多岐に渡り、メニューが多く、部員が大変なため、削減して良いのでは、と
いう意見もあり。教育部について、意見があれば、櫻井幹事に伝えて欲しい。支部の意見と
して、部に持っていく。 
 
教育部とは別の話であるが、11/1 に横須賀南高校へワーク教育を行うため、櫻井幹事と八
木会員が参加予定。60 分の授業を見学も可。横須賀はワーク教育を希望する学校がある。
講師となりたい方は、手を挙げて欲しい。希望あれば、櫻井幹事に連絡ください。 
 
⑤ 業務推進部 鈴木部員 
10/4（水）部会出席。 
業推の仕事は、主に 2 つ、「電子申請の推進」と「役所への要望、質問、役所との協議」。 
（1）電子申請の推進・・・電子申請体験フェア 2/7、セルズ等の社労士ソフト業者がステ
ージで説明。ブースで体験。13 時～14 時。案内は会報に同封。 
（2）役所への要望・・・「あれ」、って思うことあれば、連絡をください。 
例）電子申請 36 協定。公文書小さくて見にくい。社保同意書提出社労士に、調査のお知ら
せが届かない（横須賀は届いている）等。「承知していたことが覆ることを職員に言われた」
等があれば報告して欲しい。部会で検討し、必要があれば、最終的に要望を上げていく。 
 
⑥ 年金関係事業部 朝野副部長 
10/16（月）に部会出席。 
新規年金相談員応募の確認。県会独自研修の検討。 
新規年金相談員研修・・・2/21(水)と 3/6(水) 案内文書は 11 月会報に同封 
更新年金相談員研修・・・2/6（火） 対象者には案内文書送付。受講をお願いしたい。 
 



⑦ 労務相談室 中島相談員 
なし 
⑧ 年金相談センター 遠藤相談員 
なし 
⑨ 綱紀委員会 杉澤委員 
なし 
⑩ ホームページ特別部 朝野部員 
県会各部会の依頼に応じて、随時、HP に掲載しており、有益な情報がある。特に、教育部
と業務推進部は、研修動画や業推だよりを分かりやすく掲載。 
 
⑪ 政治連盟 奥津幹事 
先月幹事会で、活動の内容を詳しく説明してくれということで話す。会長、幹事で、自民党
公明党中心に、法改正に関する要望等を政治家に働きかけている。例えば、「社労士法第 1
条は、目的規定ではなく、使命規程にして欲しい。職務内容の明確化を図りたく、法令順守、
労務管理、という文言を追加。ADR について、160 万に引き上げ。国家資格を有しない人
に類似した名称を使用させないよう、「社労士」、「特定社労士」という名称の一般化。市の
指定管理事業者の選定委員会に社労士を入れて欲しい等を政令指定都市の市長に直接申し
入れ。」政連の活動に理解をお願いしたい。加入率が徐々に減っている。神奈川良い方だが、
徐々に減っている。参加をお願いしたい。 
 
⑫ 理事会・支部長会 理事・支部長 
9/19 支部長会・・・源泉徴収の話がメイン。日当支払は、上期と下期の年 2 回。日当振り
込み口座は、なるべくゆうちょにお願いしたい等。 
10/3 理事会・・・各部の進捗状況報告。神奈川県事業承継引継ぎ支援センターの紹介。 
 
２．支部事業報告（経過分と今後の予定） 平川支部長 
報告連絡協議事項に従って、説明。 
衛生大会・・・平川支部長、中山副支部長、八木会員が参加 
八木会員発言・・・裏方をやっていたが、安全衛生の研修はためになったので、ご参加され
ては良いかと思う。人数もある程度、参加できる。 
 
相談事業・・・事例は多岐に渡り、相談スキルはかなり上がる。積極的に参加して欲しい。 
 
県会該当無料相談会 
八木会員発言・・・例年、年金の相談が多い。9/23（土）そごう前で、山下幹事と二人で対
応。ブースは 2 人 1 組。平塚・小田原・横須賀で、交代で二人座った。9/23 だけで 150 件



の相談。年金、将来の収入に不安。シングルマザー、年収の壁の話等。年金、社会保険、税
務含めて、全部知っていないと提案できないと思う場面多々。スキルアップに繋がるため、
ぜひ、参加頂ければと思う。 
 
ＡＤＲ・・・利用が年 1 件。労務相談室からのあっせんを増やしたい。ここを増やしていか
ないと領域拡大に繋がらない。11/2 に意見交換会あり。参加したい方、平川支部長まで。 
 
7 士業相談会参加者・・・山下→水田の間違い。 
 
３．名札板について 中山副支部長 
調整をしていたが、11 月末に更新予定。 
11/28・・・ハローワーク、監督署 
年金事務所は、外壁工事中なので、遅れるかもしれない。足場が外れるのは来年 2 月頃。 
希望者・・・新規 4 人、変更 1 人、廃止 1 人 
新人 3 名の掲載の有無を確認する。亡くなった方等、確認し、外す。金額は後ほど、希望者
にメールする。 
 
４．その他連絡事項 
ボーリング大会の参加者を一斉メールにて募集する。奮って参加をお願いしたい。1 月の支
部会で決める。 
 
八木会員発言・・・前回、総会の代議員になったが、議事になっていることの詳細が分から
ないで行った。議決権を行使するにしても、適正なのか、判断に迷うことが多々あった。他
支部でもそう。代議員も選挙で選出している。北は出たい人たくさん。代議員として、県会
に出ていける、という流れにならないかな、と。役職がある人だけが総会に出て、色々なこ
とを決めていく、というのはいかがなものか。横須賀支部は、代議員の選出について、どう
したいのか、決めていくのが良いと思う。→役員会にて検討 
 
穐山会員発言・・・支部会ＨＰ。社労士一覧。新人の名前とＨＰのリンクを貼って頂けると
助かる。→中山副支部長対応 
 
櫻井幹事発言・・・八木会員からのご意見について、県会総会に、支部代表としていくので
あれば、支部としての意見集約、それに対してどうするか。議題が出て、支部会で検討。そ
ういう経験がなかった。横須賀支部としてはそういうことをやっていきたい。それに対する
県会の考え方。前回は、教育部について色々な意見が出た。教育部の中で議論できるような
ものであれば、早めに意見をもらって、議論した上での回答。個人的見解ではなく、組織と



しての議論、という考え方をしていくのも一つだと思う。 
 
新入会員挨拶 
小林会員・・・10 月より、開業。国の研究機関経理部と、しばらくは、兼業。今後、研修会
等で勉強していきたい。人事、給与計算、社保、やっていたが、それだけで飛び込んできた。
よろしくご指導ください。 
 


